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生 き ている図 書館

佐 藤 朔

慶JJ!義塾における大学図書館には， 三田の中央図書館， 四谷の北里記念

医学図書館， 日吉の藤山記念図書館， 小金井の工学図書館がある。 それぞ

れ性格が異 り， 三田の図書館は，研究者と学生のための図書館であ り， ま

た一般に公開されている， わが国で極めて数少い大学図書館のーである。

日吉の図書館は，学生を対象とし， 四谷と小金井の図書館は，専門図書館

である。

三田の図書館は， 明治45年に建設されたもので最も古く， 蔵書数も50万

加を越えており，特殊の文庫やライプラリーの他に， 貴重な図書， 資料な

どを多数所蔵しておる。各地区における図書館i 特色のある蔵書構成の

もとに，研究 教育の文献情報の提供をしている。

ところが， 周知のこと のように，近代の図書館は蔵書数の多いことを自

負しているだけでは， その機能を果しているという こと ができない。 大学

図書館者して，50万冊ぐらいの蔵書は 欧米の図書館にくらべれば，物の

数ではない。何10万刑， 何100万加であっても， それらが研究を志す者に

とってつねに利用され易い状態におかれていなければ無意味である。 その

ために整理，分類が合理化され，調査，分析が精密であり，閲覧，貸出，複

写などの利用が迅速に行われなければならない。 この点， われわれはつね

に留意し人員不足をi嘆きながらも， 図書館の合理化，近代化を計って，

除々にではあるが改善を施 しているつもりである。 利用者本位の理想的な

大学図書館として誇るに足る姿になるまでには， まだ幾多の困難があり，

それを打開するのに多大の努力を必要とするであろう 。

図書館は 学問教育の進歩発展とともに成長するものであり， また成

長しなければならない。 図書館の生命力は， 館員の努力だけではなく ，絶

えず研究者と緊密な関係を保ち， その助言と協力をうることによって養わ

れる。

「八仔j塔」 の創刊にあたって，一言所！惑を述べて 大方の御理解と御支

援を切に望む次第である。



研究・教 育 と 情 報 管 理

．，，：ん l'r-11 n事 J 11 正 信

1. 最近，情報管理とか情報検索あるいは情報産業とU、うコトパが随所に現れるようになり，

Machi upという人は“米国における知識の生産と分配”とャう本の中で，知識産業という形で，情

報産業の実態を捕えようとしています。

情報や知識に対して， どちらかとャうと物的なiTIJえ方をすることに対して， 抵抗を感じる人も多

いと思われますが， その理 J~J の一つは， 情報というものの本質があいまいにしか理解されていない

ばかりでなく、情報の検索手法や利用技術が活用されていないという状況に発見されるのではない

でしょうか。

ただし， もっと重大な理由として挙げられるのは、学問の領域によって，情報という形で知識を

求めることが， 比，1攻的自然な場合と‘ 著る しく不自然に感じられるという点であろう と言えそうで

す。 自然科学や技術の知識が一般に累積性を持っと言われるのに対し，人文科学や社会科学では，

そのような性質を見出し刻［いという考え方が‘ この両者の差異を通念として生むように思われま

す。

この小論においては‘学問の領域の持つ特性を知識の構成方法とか，研究の進め方から概観し，

他方において情報とそのllh出，組合せ，利用の仕方の技術を検討し この両側面を研究や教育活動

の立場から，どう考え，また大学という組織の中で， どのように組織化し，利用休H]IJを整えればよ

いかを検討することにいたします。

2. 学問領域の特性と情報

情報を定義づける上で， 立場によ っていろいろな解釈が加えられています。生物学的には，体内

にある変化を起させるようなもので神経系統またはそれに相当する伝達組織を通じて伝達される何

かである，と言えましょう。工学の立場でも、 ほぽ同様なことを機械のシステムに関して考えれば

よいと思います。 したがって，単なる物理的な術般は，情報とは言えず司それが受容器官で受け取

められた時に， はじめて情報と見なされると考えられます。 こういう場合に問題となるのは，それ

によ ってどういう変化が生じたかということであります。

それとは異なり， われわれが問題にする情報は，何かと何かとの関係を伝える何かであると言え

ます。 諜報活動においても，研究活動においても，情報というからには，既存の状況とか条件に起

った変化，特に相互関係に見られる変化をirllえたものに他なりません。 知識の面から焦点を当てま

すと， これまでの自分の持っていた知識体系の中にある変化を起させるようなものと表現できま

す。

これらの解釈は， ごく常識的なものに過5ず，それぞれの専門の立場から見れば，甚だ不充分

で，かっ誤ったものかも知れません。 しかし，広く情報の問題を扱うに当 っては， 上述のような理

解の仕方が一番無難であるように思われます。

また． 何かというあいまいな表現が上述の文章の中に出てまいりますが，情報がものでないだけ

に， どうしてもこういう表現になってしまいます。 ノパー ト・ウィーナーも「情報は情報であ っ

て，物質でも‘エネルギーでもない」と述べております。 この何かは， たしかに物質でも，エネル
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ギーでもありませんが，物質やエネノレギーとまったく無関係であるかというと， そうではなく ，そ

の何かが伝達されるためには，物質やエネルギーを必要とすると言えます。 したがって，物質やエ

ネルギーは伝達のための媒体であり，情報としての何かは内容を構成すると見られます。

次に，変化とか関係とかいう言葉で情報を規定しましたが， これは裏側に系とか組織の構成を想

定してのことであります。

関係という言葉も， いろいろに理解されていますが， 関係もまた確かに実在しているけれども，

物質でもエネルギーでもない， という特性を持っております。われわれが関係を問題にする場合

は，実は次の二様のいづれか，あるいは両方を混同視していることが多いようです。

(1) 関係そのものと，われわれの関係に対する評価とは同じものではない。つまり，関係の評価と

か解釈は，われわれの見地とか立場によって異る。

(2) ある特別の条件の下では， ある関係を持つ事物から関係だけを切り離してしまうことがある。

このことは，特定の事物の持つ具体的特性を無視して， ある系とか単位のレベル上での相関的位

置だけを問題にするこ とである。

この区別は， レフ・パヴロヴィ ッチ・テプロフの考えに某くものでありますが， この両者に人文 ・

社会科学的アプローチと科学技術的アプローチが代表されるように考えられます。

(2）で示されているように， 関係を事物から切り離すことができるということは，特定の事物を，

同じ属性を有する事物と置き換えることが許される場合に限られます。 したがって， もしもある特

定の事物や現象に関する認識が， 5Jljの特定の事物や現象に対するそれと異る場合は， 関係の抽象化

は不可能となります。科学技術におu、ては，その哲学的側面を除外すれば，特定の事物の特定の時

系列における存在様態を問題にしません。 この分野においては，観察や実験がくり返して行われで

も， 関係そのものには条件が閉じであれば一回ごとに質的変化が起らないで， 関係そのものに起る

変化だけが問題となります。ここに，科学技術の知識の累積性が基いています。

(1）の場合は， 一般に人文社会科学における関係の揃え方に近いと思われます。見地とか立場の相

違によ って関係の解釈が異るから， フランス革命という社会的変化全般およびその中に見られる要

素聞の関係の捕え方が異り，各種の説が生れるこ とになるのではないでしょうか。

もっとも文学や史学や教育学などを，科学と見るか否かについては，意見の差異があると思われ

ます。学問と科学を同ーと見なすかどうかによって，その差異が出てくる と言えます。 もしも，す

べての学問領域が方法論的に科学という考えで統合されるべきであると想定するならば， 関係の解

釈は次のようにされるべきであります。

かくあるべき関係というものが，帰納的に追求されることが可能なとこ ろに， 関係そのものの像

と人間の評価が無限に狭められてゆく可能性が発見される。 この場合のかくあるべき関係は， 自然

的必然性により支えられるものであり，倫理的当為により裏づけられるべきものではない。

もしも，このように関係の捕え方を解するならば，人文 ・社会科学も自然科学も， 法則へのアプ

ローチは同ーと見なされてよい形になります。 しかし，現状では諸科学の聞にやはり差異を認めざ

るを得ない状態にあり， 差異を1尽くすこ との良否も問題となります。そこで，いちおう諸科学の特

性を手がかりとしながら，情報との結び付きを考えてみたいと思います。

(a) 人文科学

人文科学の定義づけは言うまでもなく大変な仕事ですが，ここでは常識的に，「人文科学は，自

然的存在としてではなく， 自ら思惟し，行動するものとしての人間の存在様式，行動形式および

その所産を対象とし，人間の特質そのものを究明することを意図する学問領域である」と想定し

てしまうことにします。

このように人文科学を解した場合は，物質的に想定しえない人間の!js'j・性や本質が問題となるの
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であるから，対象の限定や規定などについては，研究者の考え方自体が衿：となり， それゆえに主

観が重要な要求と見なされます。 また，主観を過して捕えられた対象の在り方， 関係などに閲す

る真偽の検証もまた主観に基く論理の展開方式によ って決定されると言えます。

このように考えてきますと， 人文科学関係の情報としては， 断片的な事尖とかデータよりも，

対象の規定の仕方とか，対象に対する考察の過程および方法の全体が重要視されることがわかり

ます。 したがって，ー仰の書籍，ー編の論文の通読が必要となり，それをしないと，思考の文脈

が発見できないことになります。

別の面から焦点を当てますと，他の科学領域においては，発見された事実がま とめられて累積

されたり，データの関連性が研究対象となるのに較べて， 累積性とか関連性は，対象に関する

（理論的根拠としての〉規定の仕方が同一，類似の関係にある とい う歴史的事実の研究を除外す

ると，第一義的な位置を占めるものではないと考えられます。

人文科学における情報源や情報資料としては，上述の理由から，記録自体に大きな比重が置か

れ， その中に含まれている断片的事実は比較的重視されないことになります（前述のように， テ

キスト ・クリティクその他歴史的研究の場・合は除外します〉。

次に， このような記録類の再記録が参考資料として必要になることは，容易に予想されます。

人文科学とか社会科学で，書誌が重要視されることは， この理由に基くものであると思われま

す。

第三に，各種の記録の中で， 学問的研究の成果のあとづけという立場から， 学~， 学説史が重

視されます。

第四に，事実やデータよりも，理論構成に重きを置き， しかも批判に耐えうる主観の記述が主

たる研究対象となるという見方に立てば， 個人の全集や学派の研究成果の集大成が研究に不可欠

の資料となります。

第五に，主観の内容表現には言語が用いられるので， それを個人に即して収録したり， あるし、

は特定の作品に現われた言語の使用法を調べるための資料が重視されます。

この他，各種各様の情報源が考えられますが，一言で表わしますと，人文科学の領域の情報

は，個人のものの考え方を捕えうる， しかも論理的にまとまった内容を持つものでなければなら

ないと U寸特性が見られます。

(b）社会科学

社会科学の中には，政治学，法律学，経済学， 社会学，人文地理学などが含まれますが，個々

の専門領域ではなく，社会科学全体を通観しますと，ある面では人文科学の分野に，他の聞では

自然科学の分野に重なったり，あるいはそれらと相互影響を持っと言えましょう。

別な見方をしますと，現象が個人的に解釈され，規定されるだけではなく，現象を通して事実

を実証的に捕え， 自然科学の方法を援用して実証性を求めることが 多いということになります。

すなわち，現象解釈の点では主観的表現を要求され，他の面では，純粋科学の（関係そのものの

把握における〉理論的厳密性が要求されます。 社会科学の法則には，一般にこのようなこ面性が

認められると考えてさしっかえないでしょう。

この分野の研究でもう一つ重要な点は，遡及的な観点が重視されることで， この点では，人文

科学と共通性を持っています。理論的解明を行なうには，歴史的研究が重視されるという函で，

最新の成果を重視する自然科学と異なります。結果として，過去の文献の比重が， 自然科学にお

ける場合よりも重くなると言えましょう。

社会科学が自然科学と異なり，人文科学に近い点と して， もう一つ， 多くの学派の並立が挙げ

られます。その代表例はマノレクス学派と非マルクス学派のそれに見られます。 この両派に属する
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社会科学研究活動の中で，さらにそれぞれの個別社会科学ごとに学派が並立しております。

それだけではなく，社会科学のある函では， 自然科学と同様に，データ とか最近B日明された事

実が重視されるというこ ともあり， そう U、う データや事実が研究上重大な役；1f1Jを果すことが考え

られます。

このような特性に基づく情報嬰求は， 一方では人文科学と同様な情報源の利用により，他方に

おいては，次に述べる自然科学領域での情報源により満されます。後者の一例としては，統計資

料などのデータの集成記録が挙げられます。

(c) 自然科学

自然科学は， 自然が本来持っている法見lj性や構造を研究する制域であり，人聞は観察者に他な

らないと言えます。人聞は対象を限定し，規定し，その範囲内における現象を質的に解析し，量

的に測定します。科学的方法には，定量的で，かつ再現性があるとし、う特質が見られます。 そう

いう方法で処理されれば， 個人的主観が入りこむ余地は少なくなります。 しかし，対象が複雑で

規定しがたい場合には，その程度により，作業仮説（working hypothesis）に主観が入ってまい り

ます。

仮説の実証には，実験とか類推というアプローチが取られますが， どういう場合でも， 自然法

則を実証するのは自然そのものであり，人間の論証方法， たとえば神学における論証法などによ

り左右されるべきものではないと考えられてヤます。

このような自然科学の特色は，情報要求が国境や個人を紐えた世界的なものになり，事実の発

見や確認に向けられるという性質に大きな影響を与えていると思われます。 同じ自然科学と言っ

ても，物理科学，生物科学，地球の科学などの分野により，情報要求も， それに応える情報源も

異なりますが，最新の情報を基礎として， 関連データを求めるという点では一致すると言えまし

ょう。

大学における研究教育に即応する情報管理を行なうには，上述のような諸科学の特性をよく迎解

した上で実施されねばならないことは， 言うまでもありません。 そこで，次に情報管理とはどうい

うもので， それが大学の中でどのように組織の中に組み入れられ，活用されるかを概説することに

します。

3. 情報管理

情報管理に類似した言葉として，情報処廷ll，ドキュメンテーション， I R などの語句があります

が， ここでは情報管理を「情報の利用を目的とし，情報の生産，入手，加工，配布などのプロセス

を， 利用のために管理するこ と」と解しておきます。

情報管理は， 事務の統一化や経営方針の確立のために実施されるのと同様に，研究とか教育の能

率化や改善のためにも行’なわれることが稀ではありません。情報管理の技術がこれまでに最も開発

され， かっ実用化されているのは自然科学 ・技術の領域および組織としては企業体である と言える

でしょう。 その最大の理由は， これらの領域や組織では，情報管理を必要と考えているからであり

ます。必要のないところには，どんな技術も生かされないことは明らかです。

情報管理の内容を理解していただく ために，少し説明を付け加えますと，次のように言えます。

情報管理を一つの組織的プロセスと見た場合， 次図に示すように，主として六段階から成り立っ

ています。

段階別にプロセス を分けると，それぞれのプロセスに次のような繰作が含まれています。

(1) 情報源の探索と蓄積

情報源は市販の図書資料に限られず，官庁刊行物，会社の業務l:ltl係記録，団体 ・研究機1:v;1など
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の刊行物に及びます。また，個人や個人の構成する組織も重要な情報源と見なされます。さら

に，各種の特殊コレクシ ョンは，その方面の研究者にとって必要不可欠のものであります。

一つの組織で， こういうあらゆる情報源を手許に蓄積することは不可です。 しかし，自分の手

前：には，自分が最・も必要とする ものを蓄積し， 他の情報源に関しては， それに関係する情報を替

秘すればよいと考えられます。蓄積された情報は，記録の形に定着します。記録化 された情報

は，やはり情報源として扱われます。

(2）情報源の加工

こうして蓄積された情報源は， そのままでは利用に不便なので， それに対して加工を施しま

す。加工の段階では情報要求を反映するよ うに考えると同時に，情報源をそノ としてまと めやす

い形にするよ うに心掛けます。方法としては，類概念を基礎とした分類的手法と，記憶と結びつ

いた個別認識のための索引手法とがあ り，検索に当ってはこの両者を例用することができます。

(3) 情報抽出

情報の検索と考えても，さしっかえありません。ある情報要求があった場合，第一段階として，

その要求に合致する情報源を求めます。これがいわゆるドキュメン卜 ・リトリーバノレ（document

retrieval）に相当します。第二段階というのは，求められた情報源の中から要求に合致する部分

（情報）を抽出する操作であります。つまり，必要部分だけが入手できるように考えるわけです。

例えば， ある家計調査の結果を要求した場合，それを内部情報として持っている特定の統計書

が第一段階として出てきます。次に，第二段階としてその統計・警の中から， 家計調査の結果を示

す項目や数字だけを抽出することになります。

現在までの情報検索の手法としては，計数情報に｜恨った場合にだけ，第二段階に及んでいます

が， 一般にいわゆる文献検索と称せられているものは，第一段階に止まっています。実は，この

第一段階さへも，実施に当っては各種の問題を生じます。 その中で最も大きい問題の ーっ とし

て，従来は情報源（文献〉にインデックスを付け， 同様な手法で要求にもインデックスを付－け附

者の問のマッチングだけを問題としていました。 これは確定的手法であり， かつインデックスに

より，情報源の特性全体を1TIJえるこ とが困難なため，必要なものが求められなかったり，不必要

なものが出て来ることが多かったと言えます。

これに対して，現在では1i'(ll率的手法の応用が試みられ，電子計算機の利用によって， その手法

の開発が試みられてきています。 この手法が完成しますと，情報要求と情報源の数量的キ｜｜関も考

慮に入れた上で，要求に適合する情報源および情報の抽出が可能となり ます。
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(4) 情報源 ・情報再加工

第（3）段階により，情報要求に適合する情報源や情報が抽出されたとしますと， さらに情報要求

者の需要生態に応じて再加工を加えます。 たとえば，心理学の専攻者が，計量心理学の雑誌文献

を国語別に毎月リストしてほしいという要求を示せば， それに従って該当論文を抽出して， 言わ

れたようなリストの形に変換します。

あるいは，得られた情報を求められた表形式に直すということも考えられます。

(5） 配布

情報要求に適合する情報源や情報に加工したものを，予め捕えた，または予測した需要に応じて

適切なフォームにして配布することも重要です。SDI(Selective Dissemination of Information) 

というのは，研究者ごとに情報要求を予め捕えて，予め適合情報源をfTliえて利用者に供給する方

法で， IBMの研究所で最初試みられ， それがわが国でも広く利用されるようになっています。

(6) 結果の評価

(1）～（5）の段階を経て情報源および情報が処理 ・加工されて利用者に提供されますが， その結果

を絶えず評価して各段階の改善を計ることは極めて重要であり，評価から各段階へのフィードパ

ックが正しく行なわれ，はじめてすぐれた情報管理が行なわれると言えましょう。

以上，情報管理のプロセスの大略を述べましたが， これに経営的側面からの検討を加えること

で， システムの構成が可能となります。

どちらかというと，研究面に重点を置いた解説に偏りましたが， 学生の要求は，将来の彼らの研

究活動を考えても， また大学における教育の充実から見ても， 同様に重要性を持つものであり，情

報管理のシステムにおいて，学生の情報源および情報に対する要求を充分反映させなければなりま

せん。

情報管理は，利用者の側から見ると，便利な道具を提供されたのと同じように見られます。研究

教育の両活動において， それぞれの専門領域に応じた使利な方法が具体的に実施されるようになる

ことが，塾として望ましい方向であり， そのためには専門の研究教育活動に携わっておられる方々

の協力が必要であることを，最後にl事レ添えさせてし、ただきます。

一一一 慶膝義塾研究 ・教育情報センター委員会報

新図書館計画委員会におν、て，過去5年余に亘って研究室，研究所，図む似の現状について種々 な訓

査を行ない，それぞれの将来あるべき姿に検討を加えて来た。これを生かして 徐々に実行に移る段階

に入るべきであると考え，約1年間構想を練った結果，慶l忠義塾li!I：究 教育七持Hセンター委μ会として

新たに発足する事となった。委員会より尖行委員会に1±1された袈望は，図担、文献情報を取扱う機関を種

な々サーピ‘ス聞において一元的な理ll念、のもとに統合調整すると云う司iで，尖行・委日会では利用分科会，

管理分科会を作り，目録基準の作成に着手し。又利用者の希望を知るために， 利用同期するアンケート

を行なった。このアンケートは集計分析後公表する予定である。
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インクナプフ

グーテンベルク（JohanuHenne Gutenberg）が15此紀の中葉に活字印刷術を発明し， 1457-58 

年ごろ，36行のラテン語聖書を刊行してから， 15世紀中に出版された活字印刷書をインクナブラと

いう。 ラテン語で「おむつ」の意，~］年期の意味にも使われる。 1688年アムステノレダムのベ ウへム

(Beughm）の若“IncunabulaTypographiae”から，その名が生じて，現代でも世界を通じて：古誌

学上の用語として行なわれている。「八f11僻」も誕生したばかり であるから，まず「おむつ」本を紹

介する しだいである。

刊行部数の少なかった時代とはいえ，40年間には相当の部数が印刷されたと思うが， 500年前のこ

とゆえ，現存部数は極わめて少ない。 グーテンベノレクの刊行書などになる と，何処の図書館には何

があるとその所在が判っているほどで，西洋ではイ ンクナブラがなければ大図書館の仲間入りがで

きない。

さて，本館に架蔵されているのは

ElVST!Nl HISTORIC! CLARIS/SIMI IN TROGJ POMPEll Hl/STORIAS EXORDlVM. 

と題し，巻末の Colophon( 'fl］記〉によると 1476年6月11:1にファルダルファー （Valdarfer）とい

う印刷者が刊行したとある。 ~はミラノにおいて印刷所を経営していた。

著者はユスティ ヌス（Marcus] unian us J uslin us〕といい， 3世紀のころのローマの史家で，そ

の著は中世紀に広く 読まれた。 本書はユスティヌスが， 1世紀 ごろのギリシアの史家 トログス

(Pomp巴iusTrogus）の著書を抜悲したものである。 トログスは， 古代ギリシアから当時の地中海

世界にいたるまでの雌史“HistoriaePhilippicae”44巻の著者として聞こえている。

本書はタテ '275, ヨコ 19センチの小型プォ リオ判，羊皮紙に見まごうような厚紙108葉， 1頁34

行，各i~iの耳l字は赤Xは背の大字で印刷し， 第 1頁のl回筆は側外の天地と左方一杯に金，赤，青で

大きく出！日fli文字をJWき， ドの中央に青地の似の中に金色のライオンが立上っている，紋立学でいう

ライオン ・ラ ムパン トの紋立がWiかれているのは最初jの所蔵者のそれであろうか。

先日， ニューヨーク ・パブリック ・ライブラ リイの稀制書部スペンサー ・コレクションのクープ

(Karl Kup）さんとい う司書が来塾して，図書館科の学生に講演したときに，中世紀の手写本は僧

院で写字僧がl!JI字の部分を空けておく と，旅絵師が巡って来て装飾したものだと話されたが， 印刷

本になってもこの凪が辿っていたのかも しれなu、。

装1j1j（はベラム（こ牛皮〉， 背に2恒i所茶色の）Ji.を｝1占り IUSTlN/HlSTORと上欄に， MEDlOl/1476

と下欄に金字で抑してある。 この装1pj（は161止紀のものと推定されるが，破損した箇所から下貼りに

使った木版の大形のよ~譜が見える。

なお，本館にはグーテンベノレク の印刷になる1460年版のカ トリ コン（Catholicon）が一葉だけ架蔵

されている。 このカ トリコンは現在世界中で70部余しか所在が判明していない稀問書であるが， 30

年ほど前，欧州、｜のある伯｜抗で発見された｛抜本をニューヨークの書店 TheBrick Row Book Shop 

が解題を付けて分譲したもののーである。 この本文はジェノアにいた lごミニカ派の律伯 ノく ル ブス

(Joannes Balbus）が1286年にまとめたラテン語の文法と辞典である。 大形のフォリオ判で， j享い

木炭紙に刷られた漆を入れたかと思うような本文の黒と頭字の赤は， ただ古いというばかりでな

く，精妙な印刷に驚かされる。

8 



文献 情 報 サービス

A その現 状

人文科学，社会科学系列の大学でも学術研究促進のため文献情報活動が要求されるようになって

きているが， その活動を行なうための人員や経費が十分あれば．， 日本科学技術情報センターのよう

な活動を行なうこともできるのであるが， スタッフや経費に制約されて思うような情報活動が行な

い得ないのが，わが国の最高学府である大学の現状なのではなかろうか。

本塾図書館でも， 戦後27年9月より全国のどの大学よりいちはやくレブアレンス ・ノレームを図書

館内に設置して学術情報の組織化の第一歩を踏み出して，現在のようなレファレンス・ノレームに発

展してきているのであるが，前述の全国の大学図書館の例にもれず，予算，人員，スペースのリミ

ット等あって情報活動に必要な諸要素を十分に整備することができない状態である。

この問題は日本の学術研究促進のために誠に残念なことであり， 日本学術会議でも指摘している

ように，全固ならびに企学問分野にわたる収書計画，整理計画， 学術情ー報組織 ・要員，予算などの

函での検討すべき事柄として山積している。本塾図書館でも今後の努力目標として重要な一つにな

ろう。

B 新治レフ ァレンス ・ブ ックの紹介

最近のように文献が多量に出版されると， その中から自分の必要とする ：文献を早く見つけ出すこ

とは至難となり， また諸科学が総合化されてはじめて，一つの研究成果が達せられるようになって

きたので， どうしてもその隣接科学の文献にもH艮を通す必要を生じてきた。 この場合，羅針盤なり

風向計となってくれるものが必裂である。 これらの文献の混乱状態から交通整理を目的としている

書誌は， そのような要求に応える最も適当な参考書である。また書誌はいろいろな学術情報を収録

しているので，その利用によ って必要とする情報源への手がかりを得ることができる。

さて，最近レファレンス ・ルームで受入れた書誌のいくつかを紹介したい。

Besterman, Th巴odore.A world bibliography of bibliographies and bibliographical catalogues, 

calenders, abstracts, digest, indexes, and the like. 4th ed., rev. and greatly enl. throughout. 

Lausanne, Societas bibliographica，〔c1939, 1965-66〕.Vol. 1 A-D, Vol. 2: E-K, Vol. 3 L-

P, Vol. 4 Q-Z, Vol. 5 Index. ( 1〕

これは，初版を1939年から40年にかけて 2冊として出版され， つづいて再版， 3版と増改訂し，

今般の4版は1965年3月より刊行， 60年6月完結せるもの。内容は名称の如く，各種の書誌，抄録

誌，索引誌などを収録編集したもので，明書誌の書誌”として世界の書誌の王座として，質量共に優

れている。

The British national bibliography annual volume 1965. London, Council of the British 

National Bibliography, British Mus巴um,1966. ( 2) 

全国的＃l棋で資料を収録している書誌を全国書誌とよんでいる。 イギリスには全国書誌として，

(2）略称 B N. B.がある。 これは著作権取得のために， 大英同物館に納本された資料を基礎に

して， 1950年1月から刊行されはじめられた週刊の全国書誌を1年毎に年間の出版物を収録累積刊

行している。本文は，二部に分かれ， Deweyの十進分類法によ って文献を主題別に配列している
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“Subject secLion”と， 若者，書名，主題をアルフ 7ベット順に配列している “Alphabeticalsection” 

とから成っている。このアルファベッ ト順索引によって資料を探索してみるとたとえば， L三iと
に関する資料は， Afrit:a 916, Afrit:a AgriculLure 630, Africa: Animals 591 96, Africa: 

Anthoropυlogy 5n. 96等とその主題番サを指示するので， その数字から自分の探したい主題文献

八アプローチできるのである。

Dissertation Abslracls: abstracts of disserlalions and monographs in rnicroform, Michigan, 

University Microfilms, Inc., 1966. Library has :-Jan., 1966 (Vol. XXVI, No. 7) Mar., 1966 

(Vol. XXVI, No. 9) Apr., 1966 (Vol. XXVI, No. 10) May, 1966 (Vol. XXVI, No. 11) 

Jun., 1966 (Vol. XXVI, No. 12) ( 3) 

これは，特殊書誌として取扱われるもので， 若者，主題内容などの観点をはなれて，刊行形式が

マイク ロ・ フィルムによる複製資料， あるいは限定本，翻訳書，学位論文などを内容とする。 この

アメリカのユニパーシティー ・マイク ロフィ ルム社はアメ リカ圏内大学院博士課程の学位論文を統

一的に収集し，複製版布している。現在，約130の大学と協力組織をもっている。従ってここにリ

ストされた学位論文がマイクロ ・フィルムの形で入手することができる。 1938年から1951年までの

問は，“Microfilmabstrat:Ls”とよばれていたもので，内容は，学術諸科学の学位論文を主題桜自の

アルファベッ ト順に配列し，1カ月に 1回刊行する。 さらに， 世界各国で，このような学位論文を

特殊書誌として刊行するものに，たとえば，イギリスの ＂Index to theses accepted for higher 

d巴greesin the universities of Great Britain and Ireland’： ドイツのれJahresverzeichnisder 

deulst:hen Hochschulschriften＂，フランスの“ Cataloguedes theses et ecrits academiques”など

がある。 llvi次整備してゆくつもりである。

Daniells, Lorna M. (comp.) Studies in enterprise, a selected bibliography of American and 

Canadian company histories and biographies of businessmen. Bost., Bak巴E Library, Harvard 

Univ. Gradual：巴 Schoolof Business Administration, 1957 (4) 

これは，最近社史に対する関心が深まったためハーヴプート大学の BakerLibraryがこれら研究

家や歴史家のために編纂したもの。 アメ リカとカナダの有望な会社で刊行した社史より価値のある

ものを選んでいる。本文は， j品業，試〔l業，水産，鉱業，建設，食品，繊維， パルプ，紙，化学， 石

ill！石炭， ゴム， 鉄鋼，機械，電機，その他製造業，商業， 金融，保｜仇迎輸，放送，通信，サービ

スなど全産業界を網縦し， その中を会社名のアルファベッ ト順に配列する。 会社名あるいは社史名

がその会祉の事業内容を十分あらわしえない場合は，書名のあとにffijljiな説明を加えている。巻末

に三部の索引－Subject, Authorおよび Periodicalsand Serial Publicationsがつけられている。

Miller, Elizabeth W (comp.) The Negro in America, a bibliography. Comp. by E. W 

Miller for tlie American Acad巴myof Arts and Sciences. With a foreword by Thomas F 

Pettigrew Camb., Mass., Harvard Univ. Pr巴SS, 1966. ( 5 ) 

前述の （4〕と共に， 本書はある主題の観点から文献資料を収録している書誌で，主題書誌

(Subject bibliographies）あるいは主題文献案内 （Bibliographicguide）とよばれるものである。

アメ リカの人穏問題黒人問題を民肱，人組，経済問題，労働，人「l，政治，教育，文学，宗教など

あらゆる面から理解するのに手助けとなるよう編集されている。 1954年以降発表された 3,500点以

上の単行書，論文， パンフ レツ トなどが収録され，その中あるものは要約が簡潔につけられている。

黒人問題に関する絶好の書誌である。 (M. M.) 
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資料紹介一（1)ー

Historical Abstracts, 1775-1945 a quarterly of abstracts of historical articles appearing 

currently in periodicals the world over. Ed. by Erich H. Boehm. March, 1955-Vienna. 

quarterly. 

J〕1rii：お Vol.1 (1955）一

請求記サ N 46-2 （但しレファレンスルーム備付〉

Historcal Abstractsは， その副題で明らかなよ うに，逐次刊行物（年刊を含む）に掲載された論

文の抄録誌である。 収載範囲は全世界の政治 ・経済 ・社会 ・文化問題に被っており，各論文が扱っ

ている年代は1775-1945の期間に限られている。

本書の内容及び分類は次のようである。

0抄録者名一覧

O利用の仕方

Oキュー（cue）コード一覧

OI俗語表

0本文及び書誌、情報

ここで本文の記入法を紹介するとー論題は，（乱）抄録番号，（ω分類及び地域（これはキューコード

を参照）， (c）年代，（d）著者名（所属大学 ・機関名〕， （e）論題名〔原論題の英訳名〕， （f）所載雑誌、名（発

行国名〉，偶発行年，（h）巻（サ）， (i）頁，（j）抄録，（k）対照事項， (I）抄録者名の順である。 次にこの

Historical Abstractsの索引について紹介しよう。 5年毎の索引誌が刊行されて完全に累積され，コ

ンパクトで検索も容易な方法が考じられている。 1963, 1965にそれぞれ刊行され，後者は電子計算

機の導入によって編されたものであるが， 一般の利用者にとってはかなり複雑に思われるかも知れ

ない。 しかし主題別索引，著者別索引，人名索引（Biographical Index ：論文中に解説されている

人物を検索することができる〉が一冊体となっている点は，人文・社会科学系の 抄録誌の索引とし

て極めて注目すべき参考資料である。 (E. 0.) 

慶臆義塾図書館蔵 和漢 書善本 解題

本文 1 7 1頁 図版 1 6員

第 1知 古写本 1 1 6種

第 2 1-fii 古 刊 本 1 5 2種

記 名索引，筆跡者索引， 旧j活者索引

5 0 0円 （但，塾外者 800円〉送料 90円
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三回文学 ライブラリー目録

(llf{;f日42年1月31日現在）

三回文学ライブラリーが久保田万太郎氏の著作権に基づく資余の援助を得て， 発足したのは昨年

の8月で， 著書 ・遺品・原稿類の蒐集に著手しはじめたのは9月であった。 以来， 5カ月の問に蒐

め得たもののう ち，著 作 ・翻訳 ・編輯本のみに限って目録をつ くった。 その他のものは別の機会に

譲る。

配列は第一期蒐集文人のアルファベ ット順で，その中は発行年月順である。

＊印は寄贈をうけたもの。

蒐集文人中，まだ一冊 も収蔵し符ない人に，加藤道夫，南川潤， 古川i＼判Jtの諸氏がいる。

著作本のごとき蒐集しやすいものでも中々，古本市場に姿を現わさないものがある。 大方の御

援助を期待したい。

馬場孤蝶

述智久友社明38.5 

春駒 佐久良書房 l列39. 3 

モオパッサン傑作1t 如山堂書店大3.2 

近代文芸の解音lj 石川文栄堂 大3.9 

社会的近代文芸（生活と芸術叢t!fl）東雲堂大

4. 12 

孤蝶随筆新作祉大13. IO 

紫煙 大阪屋汗店大14.6 

y！子容没言 書物展望全l: Uf1,8. 9 

明治文庖回顧協和書｜抗 1111,1I. 7 

本明治の東京 中央公論社 IIP,17 5 

明治文也の人々 三間文学出版部 l昭17 11 

茅野昔前々

戯曲ダマスクスへ（ス トリ ントベノレク全集）岩波

書店大13.3 

ファウス ト物語岩波書店大15.l 

!rt！逸浪没主義 三省堂 IIP,ll. 9 

i；列の果実茅貯雅子共著岩波市店 llp,!3.11 

原民喜

焔白水社 UP,10.3 

l京民喜詩集創11川書店 11?.{26.7 

樋口勝彦

＊ローマ風俗考食事 ・朗読慶応出版社 llfj24.3

痢口大学

昨日の花籾山書店大7 4 

筏言集沙上の足跡 グノレモ ン著 ：uo~~i：，.：大11 4 

新しき小径書媒ア／レス 大1I 4 

12 

レヰスとイレヱン モオラン若 第一力研 大

14. 7 

1沙の枕第一書房 大15. 2 

コク トオ詩抄第一：11房 11?.{4.3 

訳詩集 i'fl当赤第一昔抗！ 111{5. 9 

グェJレ レエヌ研究第一書房 IIP,8.3 

シモオヌ グウJレモン若： 災X.：；会 11?.{9.6 

応来乙女の欣へる ゴ、ノレミ自： 擬人日l:て 11?{12. 2 

ソグエト紀行修正ジイド若 宮；－11：－：房 !If{12. 10 

果樹悶 リノレケ著背ー磁社 llf{l7 12 

毛織の舛fl1l会 青磁社 llf{lS. 2 

フランスの天才逮統共 フランス-r.-: IIP,18. 8, 

U?.{19. 2 

i波ふ操縦士テクジュペリ箸河／：Uカ房 IIP,20.12 

~顔 ケツセノレ寺町： 八雲；！ii苫 IIP,21. 10 

架空会見記ジイド著鎌，合文JilI !If{ 21. 11 

海秋風訳詩集新潮社 llf{29. 2 

タのUlC II？？.森社 H百33.5 

グエ／レレーヌ詩集 ｜’11!'1社 11/141. 1 

岩田豊雄〔獅子文六〕

/Jtjlのある巴里風景 白水社 Hπ6.7 

舶＊剤f，貨店白水社 IIP,14.5〔3版〕

近代劇以後河1m1i房 11?115. 12 

劇場と苫斎 モダン日本社 ilf{17 6 

海軍朝日新聞社 H引8.2 

フランスの芝府（生活選:t'H）生活社昭LS. 2 

雑感－1g,1Jについて道統社 昭18.4 

新しい芝川（悲劇l喜朗選：If、4）早川？？房 U??,23.12 



観覧席にて（読売新主ト〉読売新聞社 IIIT29. 12 

新劇と私新潮社昭31. 12 

泉鏡花

湯1：：；；）甘春陽堂明34.6〔2｝；反〕

黒 百 合 春 陽 堂 ゆ135.3 

rn1i'i:かがみ春陽堂明36. 1 

風流梨~春陽立明37 12 

伊勢の巻春陽1:t IJJ38. 10 

*1R~蛮樹有倫堂明39. 6 

＊愛火春陽堂明39. 12 

通夜物；m春陽堂明40. 12〔5｝町

立迷宮春陽1t ゆ141 l 

＊沈鍬雪景張竹HJ.：！た訳春防堂明41.9 

吻 ，，：，引春陽堂 1.!fl42. 4 

三味線泊籾，1，書店 1914-1. 1 

{)I，山水 現堅持堂 明44.9 

＊銀鈴集 l怪文釘｛ 明44. 10 

国点画く春陽堂ゆ145.-1 

南l也心rt• 文芸書院大l 12 

＊；際 都文芸者院大2.3 

遊行JIT. 尚栄立大2.6 

来合自［＼春陽堂大2. 10 

参宮日記春陽堂大3. 1 

日本稲千草館大3.9 

哲之巻大!i,¥i:堂大3.12 

百花側汲文芸社大4.4 

＊白1i打只（現代代表作法書8）植竹書院大4.5 

鋭：／官選集春陽蛍大4.9〔2｝仮〕

遊_i:n集春陽立大4. 10 

Jilの欣i'lfi伎平和／：U版社大5.10 

愛染集春陽堂大5. 10 

幻の絵馬（｛央児情話集 1）春i場堂大6. l 

*J!;!;：総l阪 JJ::i.0'.i:t 大7 6 

愛1,'(W 森脇1:t 大7 7 

r.!j；艇の歌森脇・＇.）；；：大 8.3 

ホ雨談集春陽堂大8.10 

銀問集春陽堂大9.10 

＊絵本民巳芯談恭陽堂大9. 11 

情庁蛤集国文1:t 大10.2 

相合傘銀鈴社大10.5 

櫛笥集春陽lit 大10.8 

＊来奇跡，，集春陽1:t. 大11. l 

吋凶作集春陽一位大12.3 

七ヨての住（感想、小品設計 4）新潮社大13.3 

Pんだうとなでしこ プラトン社大13.7 

愛j符新潮社大13.11 

＊泉鋭花集春陽堂昭4.2 

本l昭和主「f集改造社 UN4.4 

＊斧琴菊 llf{平日書房 UN9. 3 

f•.MI:ff1i 中央公；；命社 昭 1 4. 10 

g;.t:/ 1~全集 会28｛告岩波書店昭1 5 3～17 11 

新泉街談 f!J川書店昭30. 12 

北村小松
イγ .，. ... 

11.&?,ll己｝史認 H寺WI社昭8. 10 

街頭述絡 阪者と坊主（現代ユーモア小説全集-1)

アトリヱ社 昭IO.8 

クパコ ロード コー／レドウエ／レ許第一書房

ug12. 7 

北村小松集（現代ユーモア文学全集13) ~~/iif白書

房 l昭28. .11 

ク）は沢山いるけれど }i:[:;}jfJニ昭30.9 

オーナードライバー 文芸春秋新社昭36. 12 

小泉信三

＊経済学説と社会思:¥It I可文堂大9.9 

吋i；会組織の経済理論的批；ff 下IU書店大JO. 11 

＊改訂社会問題研究岩波書店大14.5 

＊近｜止社会思想！」；！大~岩波書店大15. 11 

勺；働？？綱領 ラツサア／レ：符（約波文陀〕岩波書店

llf{3. 10 

＊マルク シズムとボ1レシェギ‘ズム千分書房 IIN1.

6 

吋カアドオ研究初；貯沓院昭4.9 

キ経済及:f:11税H；（，；命 リカアドオ寺町：岩波書店 11N5.9

＊アダム スミス伝（｛：主人伝全集2）改造社 11N7

11 

ホ（ITTi 友~符岩波書店昭8 . 6 

＊アダムスミスマ／レサス リカアドオ汗．統派

経済学研究岩波書店昭8. 6 

＊学窓羽1：記岩波書店｜昭11 7 

＊アメリカ紀行岩波書店昭13.5 

＊学府と＇－－／：：風慶応 Ill版社昭14.10 

ド大学生前・ 岩波書店 昭14. 12 

ホ学生に－＇'i－λ、 三回文学/Jiit買部 昭16. 12 

本経済年：の型ll論ジエ;I{ンスヂf守Ir.琢肝永mt百
共訳日；木；干；命十I:I沼19. 7 

＊増訂 マルクス死後五十年好学社｜昭21 9 

吋｜：会思想史研究和木書店昭22.4 

九百沢諭.~の人と：！？翰慶友社昭23. 5 

＊改訂 仰！[1'1.；命と社会：l::it 小布川書房 HN23.5 

＊文学と経済学習いや：書房 昭23. 6 

- 13ー



ボ読書雑記文芸春秋新社昭23. 10 

本近代経済思潮概観好学社昭24.10 

本水上沌太郎作品集「旅情」好学社 l沼24

ホ今の日本慶友社昭25.8 

キ朝の思想雲井舎店 1[327 9〔2版〕

＊近代経済思想史慶応通信 IIP.27 l 1 

本思ふこと憶ひ出すこと 新潮社 Hil32. l 

勺、かに生くべきか（小泉信三選集2〕文芸春秋新

社 l沼32.8 

旬、かに読むべきか（小泉信三選集3）文芸春秋新

干土 l沼32.9 

＊人間社会の自rac小泉信三選集 1)IIP.32. 10 

小泉 鉄

蕃 郷風物記建設社昭7 5 

久保田万太郎

浅草 籾山香店 明45.2 

雪 籾山書店大2.1 

駒形より 平和出版社大5.10 

背燃国文堂大10. 1 

雨空（現代脚本被害 6）新潮社大10.11 

水のおもて（金星堂名作叢害20）金足堂大11.6 

春泥春陽堂 Uil4. l 

近世諸国H出・I也二（現代語訳西鶴全集6）春秋社

UP,6. 9 

月あかり ・町中 新小説社 Uf!9.9 

夜光；＼！,h 双雅房 H引0.7 

泉鏡花読本（読本現代日本文学 7〕三笠書房昭

11. 9 

さんう てい夜 話籾1.L1書店 11Ill2.5 

本久保悶万太郎会集全18巻 好学社 IIT-!22. 1～ 

24. 12 

互選句集久米三汀共著 文芸春秋新社 11Il21.9 

＊春燈抄木！極書房 UP,22.12 

樹陰中央公i社 昭26.9 

残菊帖好学社 UP.26. 11 

雪の音好学社昭30. 12 

三の酋 中央公論社 l沼32.2〔5版〕

火事息子文芸春秋新社 ｜沼32.9 

＊心残りの記筑摩書房昭33.7 

よしやわぎくれ青蛙房 11Il35. 11 

むかしの仲間 中央公論社 llf!,36.5 

蔵原伸二郎

風物記 ぐろりあ ・そさえて l[p,15. 9 

詩集戦闘機鮎苫：房 昭18.7 

天日の子ら（事rr古寺昔主~16）湯川弘文社 llf{l9. 3 

14 

東洋の詩魂（作家論シリーズ3〕東京ライフ社

昭31. 2 

黒岩涙香

天人論 朝報社明36.5 

f,'c力主義 ｜盗文貨店 明37 5 

陥黒星 I間報社 明37 9 

jぷ窟王会4冊 扶桑堂 l列38～39

俗説：／巨あやめ扶桑堂切141. 1 

破天荒扶桑堂 l列43.2 

小野小IIIT論 朝 報 社 大2. 7 

前回越嶺

倫理叢舎 リギヨノレ著円平fifJ IJj 36 . 5 

少年史談 世界武将伝博文館 I列42.6 

正木不如丘

湖心のK!.'. ~玄社 lll!,2. 5 

:iE木不安n丘集（現代大衆文学全集 4）平凡社 llf{ 

2. 7 

絞さく国春陽堂 1111.3. 1 

日・：j}J;t, ~J 民tt-.舎｜涜 11!-{2 1. 5 

＊花のIJ¥l；芥 朝 IJ新l!H社 l沼32. 3 

1曽問販古

*t自国の窓 朝日新聞社 l沼18.4 

松本泰

キ天T制球籾111呑｝；！；＇ 大2.3 

＊信号火コーソ／レ著緊英｜羽大10.10 

＊戎る年の記念室運堂大13. 10 

句会本泰ii-SC現代大衆文学全集15）平凡社 llf{3. 7 

水炉辺と樹陰 岡倉舎房 ｜！日LO. 12 

ホ倫教の部被背木書店 IT日15.7 

水上沌太郎

＊処女作 籾山呑店大l. 11 

旅↑青春陽堂大8.ll 

illi米利JJn記念1j1i'； 国文堂 大9.7 

日11'/il 同文堂大9. 11 

im萄ii町東光閑呑府大ll. 10 

ゆ1窓集大阪毎日 ・東京日々新聞社大12.6 

果樹改造f上 llf{4. 5 

第四貝紋追放大｜市rl11.J書店 11Il4. 7 

刀光集 大岡山書店 llr,[4. 11 

親馬胞の記改造社 llf{9. 5 

f命数の街 中央公論社 ，『no.s 
遺産中央公論社昭11. 12 

＊水上沌太郎全it｛！＞：：巻ー 岩波書店 llf!15. 11～ 

16. ll 



水木京太

＊戯曲集稲沢諭吉風俗社 昭11.9 

籾山梓月

述句入門俳：！？堂大15.IO 

鎌倉日記伊香保日記私家版 11113. 6 

森鴎外

官美綱領大村西民共著 2冊却下陽堂 明32.6

審美新説春陽堂 明33.2

者美極致論春陽堂明35. 2 

1欣日記春陽堂明40.9 

-ii物易風社 明42. 6 

泊i'i荷車rr潮社 明43. JO 

畑陸森脇堂 1Jflt14.2 

我－－：；i物籾山香川；大I. 8 

青年籾ti昨年店大2.2 

芯J也 籾山舎m大2.6 

謎現代社大3.5 

沙k]＼の木阿I抑陀害房大4.9 

ギヨツツ 三回文学会大5.5 

ji':ji'f:i[J汁森脇堂大7 2 

山房札記 森脇堂大8.l2 

森田思i粁

思11汗全集巻 1 金尾文i!::I堂 1Jl40. 7〔2版〕

永井荷風

女優ナナ（十九世紀文学推計 l）新戸社 明36.9

あめりか物J?t 博文館 明11. 8 

すみだ川 籾山書店ゆ】44. 3 

散防JI窓タ栄籾tit香月号大3. 3 

日和下駄籾山書店大ti. l L 

紅茶の後縮l1¥IJI仮籾山舎店大5.4 

江戸芸術論者陽堂大9.3 

キ三柏葉樹yJi夜嵐（戯刊lt~~ l2）恭陽1lt 大10.7 

麻布線記森脇堂大13.9 

下谷被it. 春陽堂大15.3 

荷風文築春陽hl'. 大15. 4 

つゅのあとさき 中央公論社 H百6. 11 

荷風随筆中央公論社 llf{S.4 

冬の自由 偏奇館 11310. 4 

机辺の記 'i!i'燈社 H召11. 4 

＊おもかげ岩波舎店 Jlf{l3.7 

問はずかたり 扶桑書房 H百21. 7 

ひかげの花中火公論社 IIP,21. 9 

催災目録扶桑舎房 昭22. 1 

耳姿扶桑書房 昭22.3 

15 

＊勲章扶桑舎房昭22.5 

浮沈中央公論社 11g22. 5 

＊荷風日~上巻扶桑書房 IIP,22. 9 

本来初者筑摩持房 llf{22.12 

荷風句集細川書店 IIP,23. 2 

雑誌闘 中火公論社 11324. 5 

*l与飾土産 中央公論社 11325.2 

＊保体中火公論社 llf{29. 2 

吋：r風思IJ_¥]',',: f号日章＠Fl社 111130. 7 

忍：訓こよみ毎日新聞社 H百31. 8 

吾妻倫 中Jた公論社 111132. 11 

南部修太郎

返らぬ森玄文社 大12. 4 

i'Jj早川E外六t:i（令女文学：令：:!t5）平凡社 11115. 2 

成瀬J!tli極

偶然問答大鐙悶大14. 12 

文芸百訊第一書房 11/19.2 

人間i炭悦政経書l涜 IPifl.6 

人生戯場政経呑~，＇ii llf{9. 8 

近代~tl＼逸文学思潮表現全｜ Jlf{9. 9 

1奴｜穏随筆白水社 Hf{9. 11 

南船北馬 l’1水省； IIP,13.5 

木の実を拾ふ 白水社 UH15.11 

日本fl[諺選 JapanischerVolksmunrl.神戸大

阪プレス flf-ll7 

1照祁.QI］作選集駁々堂 ug1s.6 

Hii影郡北降配i llf{22. 4 

1!l1d混集法律文化社 llf{34. 11 

西IIあ順三郎

第三の神話 創元社 IIP,31. 11 

*Ambarvalia 複刻版 ↑訂文社 11({41. 5 

野口米次郎

英米の十三作春陽hl'. 明38. 5 

The Summer Cloud U雲春陽1:i: t列38. 12 

我が手を兄よ アルス大12.5 

ヨネ ・ノグチ代表詩新詩位社 大13.5 

芭］.（｛論（ブックレット1〕第一君子店 大14. 11 

光悦と抱一（ブック レット 2）第一書房大14.11

松の木日本（ブックレツト 3)1:11－｛！｝房大14.11

能楽鑑抗（ブックレツト 4〕第一舎房大14.12 

米国文学論（ブックレット 5）第一書房大14.12

光琳と1吃tlt（ブックレッ卜6）第一番房大14.12

春1-:.tと消長（ブックレツ ト8）第一番if; 大15.l 

写楽（ブックレツト 9）第一在日大15. l 



書官村俳句選評（ブックレット10）第一舎房大15.2

芭蕉俳句選評（ブックレツ 卜11）第一書房 大15.2

ポオ評伝（ブックレッ ト12）第一書房 大15.3 

神秘の日本（ブックレツト15）第－：；t｝房大15.4

小泉八雲 （ブックレット13）第一書房 大15.5 

"1Ji門俳人論（ブックレット18）第一書房大10.10

愛！術情調〈ブックレット28）第一書房大15. JO 

放たれたw行春秋社 i昭3.6〔2）坂〕

人生詩集第一書房 昭4.3 

ブラウニンク。詩集第一舎房 昭5.3 

簡素な生活（ブックレッ ト24普及版〕第一害訴

H召5.8 

印度は諮る第一書 房昭ll. 5 

起てよ印度小学館 H百17 6 

詩歌殿 春陽堂文庫 IIB18.4 

芸術殿春陽堂文庫 DP,18.9〔2）坂〕

文芸殿 春陽盆文庫 H百18.9 

想思殿春陽堂文庫 DP,18. 12 

八紘頒ー百筋 冨山房 昭19.6 

表象好’↑古詩全集地平社昭22.7 

美の饗宴早川書房｜昭23. 11 

大場白水郎

白水郎句集 俳書堂 11(13.8 

岡；佐太郎

本義太夫夜、~ 服部書店明36.3 

＊江戸紫鈴木書店明45.5 

＊合三味線 辰文館明45.6 

ホ紅~草紙鈴木書店大2. 1 

＊あつま唄南入社大7 4〔2版〕

本春の雪双雅房 昭13.4 

本歌舞伎｜眼鏡新大衆社 UP,18.3 

歌舞伎と文楽三国文学出版部 l沼18.5 

＊岡鬼太郎集（昭和演劇l新書）建設社昭18.5 

折口信夫

ホ古代研究民俗学籍第1 大岡山書店昭4.4 

本古代研究国文学篤大岡山書店昭4.5〔2版〕

＊古代研究 民俗学籍第2 大岡山書店 昭5.7 

〔2版〕

日本芸能史六講三教書院昭19.3 

山の端折口春洋共著八雲書店 i昭21.6 

古代感愛集背磁社 UP,22.3 

日本文学発生序説 斎藤書店昭22. 10 

世々の歌ぴと鎌倉文庫昭24.9 

＊日本文学啓蒙朝日新聞社昭25.2 

傘かぶき讃 創元社昭28.2 
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日本芸能史ノ ート 中央公論社 l昭32.ti 

日本文学史ノート1 中央公論社昭32. 10 

日本文学史ノート 2 中央公論社昭32.12 

国文学概論ノート 中央公論社昭33.10 

小山内議

夢見革本郷書院明39. ll 

窓春陽堂明41 8 

演劇l新 潮 博 文館 明41. 12 

蝶水野書店明42.2 

決闘チエホフ者染江堂書房 IJ!'J43.4 

笛 春脇堂明43.7 

演劇新芦東雲堂 明45. L 

一移積（現代文芸叢舎12）春陽tt: 大2 3〔5JtiZ〕

お籾山舎店大2.3 

里塚柏竹書院 大4.5 

演劇論集 日東堂 大5.6 

江島生島（情話事rr集Ll）新潮社大5. 10 

）沈服部I平和出版社大6.2 

北欧旅日記春陽堂大6.7 

*11:1鼠lと新劇l玄文社 大8.1 

忠、子（三国文学教書3）来光聞大13. 1 

足拍子プラ トン社 大13.7 

芝居入門プラ トン社 大13. 12 

森有総改造社大15.8 

大川端春陽堂昭2.10 

演出者の手記洗林堂 昭17 10〔2版〕

舞台芸術 （悲劇l喜劇選投l〕li!-Jil'l!I=房 昭23.1 

太田咲太郎

ゾラ とセザンヌ 三回文学山版部 昭17 12 

佐藤春夫

都会のM；摩 新潮社大12. 1 

暮春挿話明窓社大13.6 

窓股く 改 造 社 大15.4 

切断拘の殺人容疑者 ノトILi舎店 UP,8. 9 

絵入みよ子育果堂昭8. 11 

lまるとがる文 マリアンナ著竹村書房 UP,9.4 

尖塔登懇記小泉八雲作白水社 l沼9.11 

我が生長 新小説社 UP,10.10 

霧社 日目森干土 昭11.7 

むささびのHI何人文書院昭12. 11 

東天紅中央公論社昭13. 10 

打出の小槌書物展望社昭14.8 

風雲宝文館昭16.8 

杏の実をくれる娘 昭和書房 H召16.9 

支那雑記大道若手房 l沼16.10 



小杯余i際集起山房 llll,17 9 

怖斎雑記千歳書房 lli':{17 12 

大正文学作家論下 宇野浩二共編小学館 II(!,

18. 1 

明治文学作家論上宇野浩二共編小学館 IP,!,

18. 3 

H召和文学作家論下宇野浩二共編小学館 UP,

18. 6 

大正文学作家論上宇野浩二共編小学館 lliJ,

18. 9 

明治文学作家論下宇野浩二共編小学館 ug

18. 12 

H前日文学作家論上 字野浩二共編小学館 Ill{

19. 4 

佐久の草笛東京出版社昭21. 9 

日本文芸の道 新潮干上 11g21. 10 

別れざる妻に与ふる沓：東京出版会社 llff23. 2 

＊文芸他山の石好学社 IIP,23. 3 

咋T春の自画像共立書房 i昭23. 8 

風流永露集毎日新聞社 H百24. 7 

日照雨講談社 l府28. 12 

晶子主主陀羅 講談社 UP,30. l 

人生の楽事講談社昭31. 9 

前途展く講談社昭33.2 

観潮楼附近 三笠書房 ag32.s 
わんぱく時代講談社 Hff33. 6 

日本の風景新潮社 11(:{34. 7 

わが竜之介像有｛言堂昭35. 6 

詩の本有信盆昭35. 6 

現代五人集（現代詩集2）有信堂昭35.7 

iI郷の賦修道社 昭36. 5 

仙女の庭富山房昭36. 11 

史的断片権勢の鬼ども人物往来社昭37 3 

詩文半世紀読売新聞社昭38.8 

光の帯講談社昭39. 2 

＊殉情詩集複原版大和書房 昭41. 11 

沢木四方吉

美術の都 日本美術学院大6. 11 

レオナ／レドダグインチ来光問書院大14.7

改版美術の都東光関舎院大15.2 

庄司総ー

ロレンスの生涯 東和社昭25. 12 

聖なる恐怖作品 社昭31. 7 

しびれ光呑房昭34.5 
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杉山平助

氷河のあくび 日本評論社 ng9. 12 

文学的自叙伝 中央論公社 ugu.1 

現代日本観三笠詐房 l府13. 3 

支那と支那人と日；本改造社 l沼13.3 

悲しきいのち改造社 11?115. 10 

つU、に来たる日 蔦里1¥1 H百16.9 

文芸五十年史鱒舎房 l沼17 11 

高橋広江

グァレリーの世界（生活選古：15）生活社 llll,18.5 

虚無と文化大丸出版社 ug24. 2 

高橋誠一郎

＊経済学史研究大鐙附大9.10 

＊シイニオ7 経済学 浜田恒一共訳岩波書店 IIP,

4. 8 

＊重商主義経済学説研究改造社 昭7 11 

＊福沢先生伝（偉人伝全集〉改造社 urrs. 6 

本経済学史上 （経済学大糸 6）日本評論社 Ill{

12. 2 

＊経済原論慶応出版社 ug14.6 

＊王城山荘随筆 三回文学出版部 11?116. 12 

本古版西洋経済訟：解題慶応出版社昭18. 6 

＊大磯街記理想佳昭19. 2 

＊福沢日常j吉（日本の経済学者 ・人と学説〉実業之日

本社 Hffl9. 2 

本西洋経済古書漫筆好学社 ug22. 6 

＊浮世絵講話好学社昭23. 7 

＊わがことひとのこと 慶応通信 UN30. 6 

結婚指君主（読売新：；＇｝：）読売新聞社昭 30. 8 

＊経済学わが師わが友 日本評論新社 H召31. 6 

戸川秋骨

英文訳註 世捨人ステイプンソン作博文館明

36. 3 

西詞余情佐久良吉：房明41. 2〔3版〕

先党（泰西名著文庫〉メ レジュコーフスキイ著

国民文庫刊行会 大4.9 

楽天地獄（現代ユウモア全集3〕現代ユウモア全

集刊行会 昭4.4 

能楽礼讃大岡山書店昭6. 1 

都会情景第一書房 昭8.12 

朝食前のレセプション第一書房 H召12. 12 

能楽鑑賞 謡曲界昭13. 3〔2版〕

改訳阪神国日本小泉八雲箸田部｜盗次共訳第

一書房 昭17 4 



津村信夫 矢野龍渓

さらば互の光リよ矢代書店昭23. 1 英米キL記丸家普七明11.5 

＊戸際、の絵本（津村信夫散文集1）刑l瑚舎房 昭 世界に於ける日本の将来近事画報社 明38.3 

40. 11 〔2版〕

＊荒地野菊〈津村信夫散文集2)Jill糊舎房昭40. 矢崎弾
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上田敏

文学論集春陽堂明34.12 

2寺塑だんて金港堂明34. 12 

最近海外文学文友館明35.3〔2）坂〕

最近海外文学続篇文友館 H百35.3 

~rt!i苦と対話弘学館大4. 7 

小｜県阿蘭陀書房大4.10 

現代の芸術新村出編実業之日本社大6.5 

＊牧羊神文淵堂大9. 10 

山川方夫

日々の死平凡出版社昭34.5 

長くて短い一年光風干上昭39.5 

トコとν、う男早川書房昭40. 10 

。

新文学の環境紀伊国屋 l沼9. 11 

過渡期文芸の断層昭森社昭12.4 

文芸の日本的形成山雅房 ug16. 2 

転形期文芸の羽縛き大沢築地書店昭16.12 

三代の女性若い入社 l沼17 10 

近代自我の日本的形成鎌倉書房昭18.7 

与謝野寛

巴里より 与謝野品子共有E金尾文淵堂大3.5 

リラの花束雲堂大3. 11 

県iと雨 JI:[京新詩社大4.8 

霧島の飲与謝野晶子共著改造社 UN4. 12 

菜花集与謝野晶子編金尾文淵堂 lll:{16.5 

図書館略史

文久2年幕府使節の随員として渡欧の際， 福沢先生は， セント ・ペテノレスフソレグや，パリの図書

館を参観され， そのときの見聞は慶応 2年刊の「西洋事情」初篇に「文庫」 （ビブリオテーキ〉と

して西洋における公開図書館の紹介となった。また， わが国最初の公立公開図書館である京都の集

書院の設立にも先生の意見が預ってカがあった といわれる。現在， 本館が大学図書館としては異例

の一般公開を実行しているのも，この福沢先生の精神を継承しているのである。

とはいえ，新銭座の校舎では講堂の片隅にある 2台の本箱が本館の前芽であり ， 明治4年現在の

キャンパスに移った ときにも 1室のみであった。 しかし， 同年起草された「慶臆義塾社中の約束」

の中に，書籍出納規則があり，蔵書目録，貸出日，貸出法，借覧料，破損本の弁償の規定があり，

すでに近代図書館の性格を備えているので， この講堂の一部， 20畳ばかりの月波楼が本館の濫働と

いえる。

明治22年， 塾員中村道太の寄贈によって煉瓦積二階建の当時としては見事な講堂ができ図書室も

その一部を占めるこ とになった。現在の塾監局の建物のあるところである。明治23年，大学部を設

世するにおよび， それまで図書購入に当っていた門野幾之進に代わって新任の文科のリスカム教

授， 玉虫財科のドロッパース教授，法律科のウィグモア教授が指導して欧米から多く書籍を購入する

ようになった。明治31年9月，普通部講師管学応がはじめて図書係を兼任し， 係員も増し，その後

を継いだ平山幹次が筆写による図書目録を作った。
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明治38年4月，大学部教員問中一貞が図書館監督を兼任し， 館名を慶膝義塾図書館と定めた。監

督というのは館長のことで，昭和19年，館長と改めるまで永くこの名称、が残った。

田中監督は本塾文科卒業後， エーノレ大学に学び， ヨーロ ッパを巡って，本塾では社会学を教え

た。監督就任後， 当時塾内外にわき上った，創立玉十年に当る明治40年を期して記念図書館を建設

したいという声に呼応したものであろうか， 「慶臆義塾学報」明治39年6月15日号に「図書館建築

について」と題して図書館建築についての見識を示した。 ついに114人の発起人の名を連ねた 「図

書館建設趣味書」もできて募金が始められ， f雪線中条建築事務所の設計により， 42年6月から45年

4月までの日時を費して現在の図書館の本体は完成した。

建物の様式は欧米の大学に多いゴシ ック式を近代的にやや和らけたもので， 閲覧者の机から事務

用の椅子， 入館券にいたるまでその様式に依り， 一般公開も当時からで，義塾当局および監督の見

識を示すものであろう。和田英作美術学校教授の原案により， アメリカで腕を磨いてきた小川三知

の作になる， 封建時代を表わす甲骨武者が西洋文明を表わす女神に道をゆずる正面階段の大ステイ

ンド ・グラスは，戦災で喪われるまで， 入館者に慶膝義塾の建学精神を物語っていた。書庫も当時

アメリカで最も新しい とされたプーノレ式とスタック式を折衷し， 収書能力といい， 閲覧者収容能力

といい，最新の大図書館であった。

このように本館の基礎を築いた田中監督の後，占部百太郎，小泉信三，高橋誠一郎， 野村兼太郎

の各教授が監督となり， 昭和19年， 野村教授の在任中に館長と改められた。それぞれの学部におけ

る花形教授が平均10年に近い任期の聞に蒐書 ・経営に手腕を揮ったのであるから， アダム ・スミス

の古版本， 英国東印度会社の史料， 星享文庫，英国々会議事録，福沢文庫，田中王伝一郎文庫，小山

内薫文庫，望月軍四郎氏の基金により中国関係の書籍を蒐めた望月文庫，高橋智庵文庫， 泉鏡花の

遺稿，遺品等本館の誇とするコレクシヨ ンがしだいに書架に加えられた。

戦火が本土に及び，東京が空襲にさらされるや，塾当局の措処によ って貴重書の疎開が行なわれ

た。アメリカの空襲用地図には，貴重な文献あり， として徐外の印しが付けられていたが， 昭和20

年5月焼夷弾の見舞を受けて屋根が焼け抜けた。未整理の水上1竜太郎文庫，馬場孤蝶文庫を喪った

のは憾多いが， i蔵書の大部分が無事であったのは幸であった。戦後応急、の復旧工事がなされ，創立

百年を記念して36年には積層式による新書庫も増築され， レフ ァレンス ・ノレームも拡張され， 書庫

内の読書室も設けられた。館長は，引っづき高村象平， Ki"i原光雄，佐藤朔教授である。
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